
檜中だより 

「磨斧作針」（まふさくしん）という言葉 

校長 糸井 一雄 

「磨斧作針」という四字熟語があります。聞いたことが無い言葉だと思います。大人の人も知

らない言葉だと思いますが、私の好きな言葉の一つです。斧は右の絵ように、木材などを切る道

具です。この言葉は、国語の授業で学習する「故事成語」の一つです。次のような故事がもとに

なってできた言葉です。 

 かつて中国に李
り

白
はく

という人がいました。たいへん有名な詩人で、日本の文学にも大きな影響を与えた人物で

す。その李白は若かった頃、中国の国内を旅しながら一生懸命に勉強をしていました。李白は役人になりたかっ

たそうです。当時は役人になることはとても困難なことでした。勉強を続けるのがだんだん辛くなってしまい、

故郷に戻ってしまおうか悩んでいたある時、一人の年配の女性が一生懸命に古くなった斧を磨
みが

いている場面に

遭遇したそうです。その女性に李白は「何をされているのですか？」と聞いたところ、「古くて使えなくなった

斧を磨き続けて針にします」と言ったそうです。それを聞いた李白は、「自分もこの方のように頑張り続けよう」、

と心を改め、努力を続けたそうです。そしてその後、李白は役人になり当時の中国の皇帝に仕えることになりま

す。皇帝にも詩歌
し い か

を教える立場になりました。彼はその後も詩歌
し い か

を作り続け、有名な詩人となったわけです。 

 そこで「磨斧作針」という言葉は「どんなに難しいことでも忍耐強く努力すれば、必ず成し遂げることがで

きる」という意味で現在は使います。斧を磨き続けて１本の「針」にするという実現が難しそうな作業を続ける

女性に感銘
かんめい

し、心を改めた李白も、素直な心を持った人だったと思います。「そんなこと無理に決まっている」、

と我々は最初からあきらめてしまうことが多いです。でも夢や目標を決め、そこに向かって努力を続けられる

人は、かっこよく、立派です。 

 いよいよ今年最後の月となりました。「小さな努力」でいいです。続けていきましょう。同時に今年１年を振

り返り、自己反省をしてください。それを来年にしっかりと生かしていきましょう。 

 

＜檜中生がイチョウの葉を掃除してくれました＞ 

 校庭に立派なイチョウの木があります。緑だった葉が黄色に美しく変容して感動させて

くれます。しかしその後、いっきに落葉します。１１月中旬には大量に葉が落ちました。校

庭の外の道にもたくさんの葉が落ちていました。生徒会がボランティアを募り、昼休みに

落ち葉掃除をしました。たくさんの生徒が参加してくれました。皆さんが活発に掃除をし

ている様子を見て、私の心の中もすがすがしい気持ちとなりました。ありがとう！ 

 

１１月の学校の様子 
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第２学年「校外学習」                           学年主任 加藤 大介 

 素晴らしい秋晴れの中、１１月２日（火）に鎌倉

へ行きました。鎌倉の文化・歴史について学び、檜

原村に取り入れられるものなどを考えることができ

たようです。また、今回は「SDGｓとのつながり」と

いう視点も校外学習のテーマとしました。 

 班員一人一人がそれぞれの責任をしっかりと果た

し、充実した校外学習となりました。この成果は、

３月の学習発表会で披露する予定です。 
 

生徒会「意見交換会」                           生徒会担当 中村 哲也 

西多摩地区各中学校の生徒会役員が集まり、学習交 

流会が行われました。本校からも生徒会役員の２名が 

リモートでの出席をし、役員としての心得などのお話 

を聞きました。また、本校生徒会の活動内容を発表し 

たり、他校の取り組みを知ったりなど、充実した会と 

なりました。 
 

芸能鑑賞講演会                                 副校長 戸田 礼子 

 １１月８日（月）に檜原学園での小中一貫行事『郷土芸能鑑賞会』を開催しま

した。今回は人里地区の皆さんにきていただいて、映

像や実演をまじえてお祭りについて教えていただきま

した。お祭りに携わっている小中学生もいることを知

りました。昨年・今年とお祭りが開かれなかったの

で、興味深く鑑賞させていただきました。 
 

「いじめ」を考える道徳授業                               道徳担当 正木 隆盛 

１１月１０日（水）にいじめに関する授業を全学年、道徳の時間に行いまし

た。１年生は「お互いを認め合う」、２年生は「いじめへの公正な態度」、３

年生は「本当の思いやり」と

いうタイトルで各学年、ICT機

器やワークシート等を活用

し、工夫を凝らした授業を行

いました。生徒は話し合い活

動などを通して、いろいろな見方や考え方があることを理

解し、考えを深めることができていました。 
 

ひのき「校外学習」                                             担任 豊留 匡博 
少しずつ、東へ東へと活動の範囲を広げているひのきの校外学習。今回は立川

市にある国営昭和記念公園を訪ねました。８つの
ミッションを全てクリアすることを目標にオリエ
ンテーリングを行い、「先の見通しをもって行動す
る」というねらいを達成することができました。
水鳥の池で、手こぎボートに挑戦しましたが思う

ように進まず、ゆっくり流れる時間と、その場で
旋回するだけのボートに身を任せ、紅葉を満喫す

ることができました。次はどこに行こうかな。 
 

十 

二 

・

一

月 

予

定 

１２月 

1日（水）授業参観日 保護者会（1,2） 

3日（金）安全指導 薬物乱用防止教室 

6日（月）朝礼 三者面談(3)～10 日（金） 

     都学力調査(1) 

13日（月）専門委員会 避難訓練 

23日（木）美化活動 給食終 

24日（金）終業式 

25日（土）冬季休業日始 

１月 

1日（土）元日 

7日（金）冬季休業日終 

10日（月）成人の日 

11日（火）始業式 3 時間授業 身体計測 安全指導  

12日（水）給食始 

14日（金）百人一首大会 

17日（月）専門委員会 

28日（金）不審者対応訓練 



 


